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診療材料審議委員会の現状と未来

土　江　　　隆

委員会の概要

この委員会は、院内の診療材料の管理・運営及び、
新規採用・削除、医療材料供給管理システム（supply 

processing distribution、以下SPD）に関することなどに
ついて審議することを目的とし、事務部総務課管財係
が事務局をしている（図１）。
診療材料とは、包帯、ガーゼ、手袋、注射用カテー
テル、縫合糸等１回ごとに消費するものをいい、高額
な商品としては、股関節手術の人工骨頭や、チタン製
のプレート、ペースメーカー等、１品で100万円近い
商品もある。年間の購入金額は、平成30年度で３億
6,000万円にも上り、経費の中でも大きな金額を占めて
いる。

最近の活動

近年、院内感染防止や業務効率化の観点から、以前
はリユース（繰り返し使用）していた物品について、
ディスポ化（単回使用）の申請が各部署より多数提出
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されている。申請された物品については、事前に事務
局で機能性や運用の確認し、現行品とのコスト比較、
物品の安定供給、廃棄物等の検証を行った上で、委員
会にて審議している。ここ１～２年では、清拭クロス
の新規導入、おしぼりタオル・体拭きタオルのディス
ポ化を実現した。
診療材料費については全国的に購入単価に大きな差
があり、当院はSPD業者の協力を得てベンチマーク
（価格比較）システムを導入し、客観的な分析を実施
することで今年度は年間400万程度の削減効果を見込
んでいる。

今後に向けて

「安かろう、悪かろう」ではなく、診療現場の声を
一番に考えながらも、病院の経営のためにさらなる経
費削減に努めることがこの委員会の使命だと考えてい
る。努力に終わりはない。適切な診療材料の管理がで
きるよう、継続して委員会を運営してゆきたいと思う。
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図１　新規採用診療材料申請書


